
 ～自分を大切にし、人を思いやり、郷土を愛するみなくちっ子～              

甲賀市 活動名 ： 放課後教室・書初め教室 水口小学校  学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：水口小学校CSルーム、水口中部コミュニティセンター、岩上コミュニティセンター  開始年度：令和4年度 

年間開催日数：10日（開催ペース：秋２時間×４日・冬２時間×５日・冬休み２時間×２回）  

地域学校協働活動推進員数：２人（兼務１人）    平均参加人数：１５人                    平均スタッフ数：５人     

・活動内容   ：■学習支援  ■体験活動   ■芸術・文化  ■スポーツ  □その他（       ） 

・教室のもち方 ：■平日放課後実施  □土曜日実施  ■長期休業日実施   □その他（         ） 

・スタッフの属性：□企業関係者  □行政職員  □元教職員  ■地域住民  ■大学生  □NPO等関係者   □その他 

■ 活動の概要 

11月に４年生、５年生、２月に６年生を対象とした、放課後16：00～18：００の２時

間の中で、学校行事等と重ならないランダムな５日間を設定する。前半１時間は、宿

題、タブレット学習などを行い、後半１時間は、地域の方に来ていただいて体験学習を

実施。音楽、スポーツ、クッキング、季節の工作等、お得意分野で教えていただく地域

の方々や、水口小学校卒業生の中学生や大学生の学生ボランティアをお願いしてい

る。書初め教室は、冬休みの午前に水口中部コミュニティセンター、午後に岩上コミュ

ニティセンターをお借りして、水口まちづくり協議会、岩上地域まちづくり協議会の

協力を得て開催した。 

■ 「つながるよさ」を生み出した活動（特徴的な活動） 

・放課後教室の前半の学習時間には学生や地域のボランティアさんにお願いし、後半

の体験学習には、音楽サークルの方、元水口小学校保護者の方々からなるクッキングママさん、小学校の近くにお住いのスポー

ツ推進員さん等にお願いした。たくさんの地域の方々とのふれあいの場となった。 

・冬休み教室では、地元の書写の講師による書初め教室とお正月遊びを開催した。 

■ 事業の成果・展望 

ほとんどの参加児童が、放課後自宅で一人で過ごしており、ゲームなどで保護者の帰りを待っている状況である。放課後教室

にて楽しく宿題を済ませ、たくさんの方とふれあい、地域の顔見知りが増えて安心できる環境で過ごすことができた。 

■ その他 

保護者のお迎えをお願いしているので、参加したくてもできない児童もいる。その様な中、開催日数や回数の増加の要望も多

く保護者間での協力も多くみられ、今後の開催方法を検討していきたい。 

 ひろげよう ふかめよう ～スマイルまんたん 貴生ん最高！～              

甲賀市 活動名 ： 夏休み・冬休み学習教室 貴生川小学校  学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：貴生川コミュニティセンター                        開始年度：令和４年度 

年間開催日数：夏休み学習教室２時間×４日間、冬休み学習教室２時間×２日間、 地域学校協働活動推進員数：２人（兼務１人） 

平均参加人数：40人   平均スタッフ数：15人     

・活動内容   ：■学習支援  ■体験活動   ■芸術・文化  ■スポーツ  □その他（       ） 

・教室のもち方 ：□平日放課後実施  □土曜日施  ■長期休業日実施   □その他（         ） 

・スタッフの属性：□企業関係者  □行政職員  ■元教職員  ■地域住民  □大学生  □NPO等関係者   ■その他 

■ 活動の概要 

毎回２時間の構成で、前半は、宿題やプリント学習、後半は、様々な体験学習を企

画。貴生川まちづくり協議会の協力で 貴生川コミュニティセンターにて開催。 

■ 「つながるよさ」を生み出した活動（特徴的な活動） 

夏休み学習教室では、信楽高校陶芸部による「狸の表札づくり」、はーと貴生川スポ

ーツクラブのボッチャ体験、貴生川学区青少年育成会の杣川夏祭りのランタン工作、

貴生川コミュニティセンターで練習されているオカリナのサークルの方々、こども食

堂さんのご協力で、たくさんの地域の方々との交流の場となり、地域のことを知る

きっかけとなる地域の行事への参加にもつながっていった。 

冬休み学習教室においては、地元の書写の講師の協力で書初め教室と百人一首、

虫生野奉賛会の方のしめ縄、門松作りを体験。昔ながらの自然の藁や竹から作ること

で物の大切さや地元の伝統にふれることができた。                            

■ 事業の成果・展望 

・学習教室は、基本３年生からの募集としていて、しめ縄作りは今回二度目となり、毎年楽しみに参加してくれているので、今後は、

６年生が３年生、４年生に教えながら継続していけるよう内容を検討し、ただ体験するだけではない地域学習につなげていく。 

・回を重ねる度に、たくさんの地域の方と知り合うことができて、登下校中に安心できる環境づくりとなり、あいさつ運動にも反

映され、「ひろげよう ふかめよう ～スマイルまんたん 貴生ん最高！」～につながった。 

■ その他 

学習教室の開催に伴い様々な体験教室を企画する中で、協働活動の協力団体との横のつながりが広がり、今後のボランティア

募集の協力も得られ、地域の協働活動に対する理解が深まった。 

報告書記入者（ 地域学校協働活動推進員 ） 

【 放課後教室 】 

報告書記入者（ 地域学校協働活動推進員 ） 

【 高校生による陶芸教室 】 
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 未来へつなぐ 土山小の教育活動 ～ 地域とともに ～                   

甲賀市 活動名 ： 土っ子放課後教室  土山小学校  学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所： 土山小学校                   開始年度：令和３年度 

年間開催日数：30日（開催ペース：週・月３日）       地域学校協働活動推進員数：２人（兼務２人） 

平均参加人数：25人                        平均スタッフ数：４人     

・活動内容   ：■学習支援  ■体験活動   ■芸術・文化  ■スポーツ  □その他（       ） 

・教室のもち方 ：■平日放課後実施  □土曜日実施  ■長期休業日実施   □その他（         ） 

・スタッフの属性：□企業関係者  ■行政職員  ■元教職員  ■地域住民  □大学生  □NPO等関係者   □その他 

■ 活動の概要 

３年生以上を対象とし、火曜日の放課後に宿題、自主学習のほか体験的な活動を行った。 

 

■ 「つながるよさ」を生み出した活動（特徴的な活動） 

滋賀国スポ・障スポに関連して、地域の方の指導の下、ボッチャを体験した。また、

土山小学校同窓会と協働しているお箏教室では、校内音楽会のほか町づくり協議会

主催の宿場まつりやまちかどひな祭りで発表の機会を得ている。 

 

■ 事業の成果・展望                                                      

学習の充実はもとより、体験活動を経ることで英会話、情報教育、芸術活動への興

味関心の高まりがみられた。これからも子どもの思いを聞き取り、地域の方との交

流を増やせる活動内容を考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 顔の見える地域作りにつながる放課後教室                        

甲賀市 活動名 ： 夏休みわくわく教室・放課後教室 佐山小学校  学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所： 佐山コミュニティセンター・小学校図書室       開始年度：令和５年度 

年間開催日数：23日（開催ペース：月２日・夏休み３日）       地域学校協働活動推進員数：２人 

平均参加人数：15人                             平均スタッフ数：５人     

・活動内容   ：■学習支援  ■体験活動   ■芸術・文化  □スポーツ  □その他（       ） 

・教室のもち方 ：■平日放課後実施  □土曜日実施  ■長期休業日実施   □その他（         ） 

・スタッフの属性：□企業関係者  □行政職員  ■元教職員  ■地域住民  ■大学生  □NPO等関係者   □その他 

■ 活動の概要 

長期休暇と放課後を活用した学習機会の創出と、顔の見える地域づくりを行った。 

■ 「つながるよさ」を生み出した活動（特徴的な活動） 

●「夏休みワクワク教室」（２年目・３日間開催） 

・学習スタイルを次の３つから児童が決める。学校での一斉学習との差①集

中してする②友だちと話しながらする③宿題をしない。 

・児童クラブ・ALT・ささえ愛食堂（みんなの食堂）・地域キッチンカーとの連

携を強化した。ささえ愛食堂の利用者（高齢者）とのふれあいが生まれ、世

代間交流の場になった。昨年、児童クラブに大学生雇用を繋げたので、昨年

のボランティアスタッフが児童クラブのスタッフとして参加した。 

●放課後教室 

学校図書室においておよそ月２回開催した。学校の先生以外の大人との

継続な接点が生まれた。 

■ 事業の成果・展望 

・「夏休みわくわく教室」児童の８割以上が参加する人気の活動になった。 

・卒業生との交流は、“自分の住む地域への愛着”につながることがわかった。 

・学校・家庭・地域の三者が緩やかにつながるきっかけづくりができている。 

■ その他 

次年度の夏休みわくわく教室の企画運営を、６年生にまかせることを検討している。 

報告書記入者（ 地域学校協働本部推進員 ） 

【 夏休みわくわく教室ささえ愛食堂さんと交流 】 

報告書記入者（ 地域学校協働活動推進員 ） 

【 ボッチャの練習 】 
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